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第129回秋田県種苗交換会

『
聖
農
の
地ま
ち

か
ら
　
農
業
の
路み
ち

を
拓
く
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
第
１
２
９

回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
（
主
催
・
秋
田
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
、
協
賛
・
潟

上
市
協
賛
会
）
が
、
11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
日
程
で
潟
上
市
を
会
場
に
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
い
歴
史
と
伝
統
、
輝
か
し
い
成
果
を
誇
る
「
秋
田
県
種
苗
交
換
会
」。
こ
の

交
換
会
の
礎
を
築
い
た
石
川
理
紀
之
助
翁
の
地
元
と
し
て
、
昭
和
16
年
（
当
時

の
大
久
保
町
・
飯
田
川
町
）
以
来
64
年
ぶ
り
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

主
会
場
の
天
王
総
合
体
育
館
を
は
じ
め
、
協
賛
第
２
会
場
の
昭
和
工
業
団
地
、

協
賛
第
３
会
場
の
昭
和
公
民
館
・
昭
和
体
育
館
な
ど
で
は
、
連
日
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
87
万
５
千
人
の
参
観
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
地
元
農
家
の
み
な
さ
ん
や
協
賛
団
体
、
各
種
団
体
な
ど
大
勢
の

市
民
が
”も
て
な
し
の
心
“
で
出
迎
え
、
交
換
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

７
日
間
に
わ
た
る
交
換
会
は
、
潟
上
市
を
県
下
に
広
く
発
信
す
る
と
共
に
、

明
日
の
農
業
を
担
う
生
産
者
、
そ
し
て
市
民
の
記
憶
に
残
る
農
業
の
祭
典
と
な

り
ま
し
た
。

▲主会場の天王総合体育館には県内の農産物が一堂に展示
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さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
十
一

月
一
日
、
大
勢
の
農
業
関
係
者
や
ご
来

賓
が
見
守
る
中
、
県
農
業
協
同
組
合
中

央
会
の
澁
川
喜
一
会
頭
を
は
じ
め
、
協

賛
会
会
長
の
石
川
光
男
潟
上
市
長
、
藤

原
幸
作
市
議
会
議
長
、
石
川
翁
の
子
孫

の
石
川
紀
行
さ
ん
（
昭
和
豊
川
山
田
）

が
、
主
会
場
の
天
王
総
合
体
育
館
前
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
出
戸
小
学
校

児
童
に
よ
る
出
戸
蒼
海
太
鼓
・
八
坂
太

鼓
の
演
奏
が
華
を
添
え
、
七
日
間
に
わ

た
る
交
換
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
穀
感
謝
農
民
祭
並
び
に

開
会
式
が
天
王
中
学
校
体
育
館
で
開
か

れ
、
席
上
、
澁
川
会
頭
は
「
種
苗
交
換

会
は
農
業
者
の
祭
典
で
あ
り
、
食
と
農

へ
の
理
解
を
深
め
、
消
費
者
と
生
産
者

が
信
頼
を
築
く
場
と
な
る
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
協
賛
会
の
石
川
市
長
が

「
今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
潟
上
市
誕
生

一
周
年
の
記
念
す
べ
き
と
き
に
開
か
れ

る
種
苗
交
換
会
の
意
義
は
大
き
い
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
未
来
に
向

け
実
り
多
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

主
会
場
で
は
、
県
内
の
農
業
者
の
み

な
さ
ん
が
丹
誠
込
め
て
育
て
た
水
稲
、

果
樹
、
花
き
、
野
菜
な
ど
二
、二
八
七
点

の
農
産
物
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
詰
め
か
け
た
参
観
者
は
、
高
品
質
な

水
稲
や
大
豆
、
市
場
性
の
高
い
多
様
な

野
菜
、
果
樹
、
花
き
な
ど
、
見
事
な
農

産
物
の
数
々
を
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
聖
農
「
石
川
理

紀
之
助
翁
」
展
が
行
わ
れ
、
翁
の
偉
業

を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
や
資
料
の
数
々
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
県
内
の
小
学
校
な
ど
が

学
習
の
成
果
を
壁
新
聞
に
紹
介
し
た
学

校
農
園
展
、
地
産
地
消
展
、
産
米
改
良

展
が
行
わ
れ
、
参
観
者
の
熱
気
で
包
ま

れ
ま
し
た
。

翌
二
日
に
は
、
交
換
会
の
メ
イ
ン
行

事
「
談
話
会
」
が
、
昭
和
公
民
館
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
農
業
関
係
者
が
見
守
る
中
、

秋
田
県
立
大
学
の
津
田
渉
教
授
が
議
長

を
務
め
、
県
内
の
生
産
者
や
生
産
団
体

代
表
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
が
参
加
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
集
落
を
基
盤
と
し
た

活
力
あ
る
営
農
組
織
づ
く
り
に
つ
い

て
」。
本
市
か
ら
市
認
定
農
業
者
協
議

会
副
会
長
の
菅
原
権
一
郎
さ
ん(

昭
和

大
久
保)

が
農
業
経
営
の
実
践
な
ど
を

発
表
し
、
集
落
営
農
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

確
保
、
農
地
・
機
械
の
効
率
的
利
用
と

大
豆
等
戦
略
作
物
の
生
産
振
興
な
ど
に

つ
い
て
討
議
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

協
賛
第
三
会
場
（
昭
和
体
育
館
ほ
か
）

で
は
、「
第
五
十
回
秋
田
県
農
業
委
員

大
会
」
な
ど
の
各
種
大
会
、
八
郎
潟
ハ

イ
ツ
で
は
「
水
質
保
全
型
農
業
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
〜
八
郎
湖
と
共
存
す
る
農
業
生

産
の
た
め
に
」
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
農

業
関
係

者
ら
が

一
堂
に

会
し
て

明
日
の

農
業
を

考
え
合

い
ま
し

た
。

交
換
会
が
華
や
か
に
開
幕

農
産
物
２
、２
８
７
点
が
出
品

談
話
会
や
各
種
大
会
を
開
催

明
日
の
農
業
を
語
り
合
う

種
苗
交
換
会
を
創
始
し
た
「
石
川

翁
」
縁
の
本
市
で
行
わ
れ
た
「
農
業

祭
」
は
、
極
め
て
高
い
評
価
を
得
て

盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
の
「
石
川
翁
展
」
は
、
市
教

育
委
員
会
、
石
川
家
、
石
川
翁
顕
彰

会
の
三
者
で
鋭
意
検
討
を
重
ね
、
例

年
よ
り
内
容
を
充
実
し
て
開
催
し
、

好
評
を
得
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
翁
展
」
に
は
、
寺
田
県
知

事
を
は
じ
め
、
遠
く
は
関
東
圏
の

方
々
も
観
覧
さ
れ
、
翁
の
偉
業
が
広

く
伝
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
喜

ん
で
い
ま
す
。

石
川
翁
顕
彰
会
で
は
、

今
後
も
「
翁
の
偉
大
な

る
功
績
」
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

顕
彰
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
石
川
翁
展
」
を
開
催
し
て

▲開幕を祝してテープカット(写真右から石川紀行さん、
石川市長、澁川会頭、藤原市議会議長)

石川翁顕彰会会長

齊　藤　敏　夫さん

▲「談話会」では、地域農業が抱える課題
などを熱く語り合いました
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穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
た
三
日
以

降
、
三
連
休
と
あ
っ
て
開
場
の
午
前
九

時
過
ぎ
に
は
大
勢
の
参
観
者
が
主
会

場
・
協
賛
会
場
を
訪
れ
、
沿
線
の
国

道
・
市
道
で
は
乗
用
車
や
観
光
バ
ス
に

よ
る
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
協
賛

会
で
は
、
巡
回
バ
ス
を
増
便
し
、
市
職

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
総
出
で
会
場
・

駐
車
場
整
理
に
対
応
し
ま
し
た
。

主
会
場
前
の
「
潟
上
市
農
工
商
フ
ェ

ア
」
で
は
、
市
内
の
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
や
企
業
関
係
者
に
よ
る
テ
ナ
ン
ト
が

軒
を
並
べ
、
多
く
の
参
観
者
を
地
場
産

の
野
菜
や
加
工
品
、
地
酒
、
温
か
い
食

べ
物
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

隣
接
す
る
特
設
テ
ン
ト
内
で
は
、
農

業
関
係
団
体
な
ど
に
よ
る
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
参
観
者
が
農
業
へ
の

知
識
を
広
げ
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
天
王
公
民
館
で
は
刑
務
所
作
品

展
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア

な
ど
が
開
か
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

協
賛
第
二
会
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
あ

き
た
展
や
農
業
機
械
化
シ
ョ
ー
、
植

木
・
苗
木
市
な
ど
、
広
大
な
敷
地
内
に

設
け
ら
れ
た
各
ブ
ー
ス
に
は
大
勢
の
参

観
者
が
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。
農
業

機
械
化
シ
ョ
ー
で
は
最
新
の
農
業
機
械

の
実
演
と
説
明
に
農
業
者
ら
が
熱
心
に

聞
き
入
る
光
景
が
広
が
り
、
終
日
賑
わ

い
を
み
せ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
あ
き
た

を
会
場
に
「
第
八
回
秋
田
県
押
花
絵
コ

ン
ク
ー
ル
in
潟
上
」
が
一
日
か
ら
開
催

さ
れ
、
会
場
内
に
展
示
さ
れ
た
色
鮮
や

か
な
秀
作
の
数
々
は
人
々
の
心
を
和
ま

せ
ま
し
た
。

三
日
か
ら
五
日
に
は
、
潟
上
市
建
設

産
業
協
会
主
催
に
よ
る
「
笑
楽
音
回
廊

（
え
が
お
か
い
ろ
う
）」
が
ブ
ル
ー
メ
ッ

セ
あ
き
た
前
広
場
を
会
場
に
行
わ
れ
、

郷
土
芸
能
の
新
関
さ
さ
ら
踊
り
を
は
じ

め
、
太
鼓
集
団
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
や
八
郎

太
鼓
が
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
を
披
露

し
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で

ま
し
た
。

日
本
一
の
民
謡
長
寿
番
組
と
し
て
有

名
な
秋
田
テ
レ
ビ
「
ク
ボ
タ
民
謡
お
国

め
ぐ
り
」（
公
開
録
画
）
が
昭
和
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
北
各
県
の
民

謡
歌
手
六
人
が
登
場
し
、
第
一
部
東
北

民
謡
め
ぐ
り
、
第
二
部
民
謡
唄
く
ら
べ

と
題
し
て
自
慢
の
喉
を
披
露
し
、
約
一
、

○
○
○
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

地
元
か
ら
飯
田
川
鷺
舞
保
存
会
の
み
な

さ
ん
が
出
演
。
伝
承
芸
能
『
鷺
舞
』
を

披
露
し
、
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

第129回秋田県種苗交換会

連
日
会
場
は
超
満
員

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で

潟
上
市
を
Ｐ
Ｒ

▲ブルーメッセあきたでは郷土芸能を披露

▲「おいしいネ！」味覚を満喫

▲市民のみなさんが東北の民謡を満喫

▲石川翁資料館では中学生ボランティアが活躍

７
日
間
で
87
万
５
千
人
が
来
場

農
業
機
械
の
実
演
は
注
目
の
的

で
し
た

家
族
連
れ
に
人
気
の
苗
木
市

▲市のシンボル「バラ・黒松・シラ
サギ」を表現した押花絵が、押花
絵実行委員会から市に寄贈されま
した

▲
▲

▲



イ
ベ
ン
ト
の
「
談
話
会
」
を
は
じ
め
、

各
種
大
会
や
協
賛
行
事
が
催
さ
れ
ま
し

た
が
、「
聖
農
の
地ま

ち

か
ら
農
業
の
路み

ち

を

拓
く
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
た
が

わ
ぬ
、
幅
広
い
観
点
か
ら
活
発
な
意

見
・
提
言
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
種
苗
交
換
会
が
こ
れ
か
ら
も

県
内
外
の
農
家
並
び
に
消
費
者
へ
、
安

全
・
安
心
な
農
業
の
情
報
発
信
の
場
と

し
て
、
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
潟
上
市
合
併

一
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ

た
こ
の
交
換
会
で
得
ら
れ
た
、
数
多
く

の
教
訓
と
成
果
を
、
今
後
の
本
市
の
発

展
と
次
代
に
つ
な
ぐ
糧
と
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
交
換
会
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
関
係
各
位
並
び
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
、
改
め
て
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

十
一
月
一
日

か
ら
七
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
一

二
九
回
秋
田
県

種
苗
交
換
会

は
、
県
内
外
か

ら
近
年
の
参
観
者
を
大
き
く
上
回
る
八

十
七
万
五
千
人
を
迎
え
、
滞
り
な
く
終

了
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
、
Ｊ
Ａ
秋
田
中
央
会
を

は
じ
め
市
協
賛
会
を
中
心
と
し
た
関
係

各
位
の
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

期
間
中
は
、
交
換
会
に
お
け
る
中
心

５

農産物2,287点が出品された種苗交換会農産物審査
会で、本市から加賀谷敏彦さんの日本なし「幸水」
が最高賞の農林水産大臣賞に輝きました。
加賀谷さんは、果樹と水稲の複合経営で、県指導

農業士として活躍されています。特に果樹栽培は、
なし（27品種）、ぶどう（16品種）、りんご（14品種）
など多様品種の直販栽培を中心に、年間通して精力
的に取り組んでいます。「交換会で大臣賞をいただき
生産者としての自信と励みになりました」と笑顔で
話す加賀谷さん。昨年は平成16年の台風の影響など
から果樹栽培で大幅な改良・改善に奮闘。現在、県
統一の「かほり（平塚16号）」を市内の生産者と共に、
「潟上ブランド」として推進し、消費者から好評を博
しています。
「いま、果樹栽培農家の高齢化による後継者不足

が大きな問題」と話す加賀谷さん。「生産者同士が情
報交換や交流を深め、農業指導においても地域の生
産者がリーダー役となる人材活用の構築を図ること
など、後継者の育成や潟上市としてのブランドの確
立が今後の課題だと思っています」と話します。

最
終
日
の
七
日
、
Ｊ
Ａ
秋
田
み
な
み

天
王
総
合
支
所
を
会
場
に
、
県
産
米
改

良
協
会
に
よ
る
「
第
二
十
五
回
秋
田
県

産
米
品
評
会
褒
賞
授
与
式
」
が
行
わ
れ
、

出
品
総
数
一
八
七
点
の
中
か
ら
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
、

本
市
か
ら
は
畠
山
健
治
さ
ん
（
昭
和
大

久
保
）
の
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
が
最
優

秀
賞
に
輝
き
、
高
品
質
な
良
質
米
の
生

産
技
術
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

交
換
会
の
最
終
行
事
「
褒
賞
授
与
並

び
に
閉
会
式
」
が
、
天
王
中
学
校
体
育

館
を
会
場
に
開
か
れ
、
多
く
の
農
業
関

係
者
や
協
賛
会
が
列
席
す
る
中
、
交
換

会
に
出
品
さ
れ
た
水
稲
・
畑
作
物
・
果

樹
・
花
き
な
ど
八
部
門
と
学
校
農
園
展

な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は
、
加
賀
谷
敏
彦
さ
ん

（
天
王
字
下
出
戸
）
の
日
本
な
し
「
幸

水
」
が
農
林
水
産
大
臣
賞
、
佐
藤
隆
信

さ
ん
（
昭
和
大
久
保
）
の
鉢
物
「
シ
ク

ラ
メ
ン
」
が
秋
田
魁
新
報
社
賞
に
輝
い

た
ほ
か
、
多
く
の
農
業
者
が
入
選
し
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
農
園
展
で
は
飯
田

川
小
学
校
が
三
年
連
続
最
優
秀
賞
の
ほ

か
二
賞
、
天
王
小
学
校
に
優
良
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

七
日
間
に
わ
た
る
種
苗
交
換
会
で

は
、
総
勢
八
十
七
万
五
千
人
の
参
観
者

が
本
市
を
訪
れ
、
各
会
場
で
は
農
業
の

祭
典
を
楽
し
み
、
食
と
農
へ
の
理
解
を

深
め
、
消
費
者
と
生
産
者
の
信
頼
関
係

を
築
き
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
地
域
農
業

を
め
ざ
し
た
交
流
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

農林水産大臣賞
日本なし「幸水」
加賀谷 敏彦さん

（天王字下出戸）

秋
田
県
種
苗
交
換
会
の
お
礼

潟
上
市
協
賛
会
会
長

石
川
光
男
潟
上
市
長

７
日
間
で
約
87
万
５
千
人

数
々
の
選
賞
を
称
え
て
閉
幕

▲農への限りない思いをもって

▲高品質米が評価され最優秀賞に輝いた畠
山健治さん（昭和大久保）の代理受賞し
た畠山金男さんご夫妻



男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
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男
性
も
女
性
も
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
、
あ
る
い
は

仕
事
と
私
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
に
悩
み
な
が
ら
も
、
自
分
ら

し
い
生
き
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

男
性
、
女
性
が
一
緒
に
な
っ
て
等
し
く
社
会
に
進
出
し
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
く
。

そ
し
て
何
よ
り
、
個
人
個
人
の
人
生
を
思
い
や
る
こ
と

が
、『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
へ
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

幸
せ
の
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
機
に
自
分
ら
し
い
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

内閣府と潟上市共催による「潟上市男女共同参
画宣言都市記念式典・記念フォーラム」が、11月
５日、羽城中学校視聴覚ホールで開催されました。
当日は、市内外から約500人が来場。会場に入

りきれない方々が、別室でモニターを見ながらの
参加となりました。
マンドリン演奏のオープニングで始まり、主催
者の内閣府男女共同参画局長の板東久美子さん、
石川光男潟上市長があいさつ。来賓の秋田県生活
環境文化部長佐々木松彦さん、潟上市議会議長の
藤原幸作さん、参議院議員の金田勝年さん、県議
会議員のこだま祥子さんが祝辞を述べた後、潟上
市ハートフル実行委員のみなさんが宣言文を群読。
続いて、標語コンクールの表彰が行われました。
基調講演は、板東久美子さんが「仕事と子育て
の両立のために」というテーマで講演 。『性別、
年齢等にかかわらず、誰もが仕事とそれ以外の生
活をうまく調和できるような働き方（ワーク・ラ
イフ・バランス）が重要です。そして実現するた
めには、個人の力、家庭の力、地域の力、企業の
力を高めることが必要で、そのことが社会全体の
活力を高めることにつながります』と話され、平
成10年から２年間秋田県副知事を務められた時も
「家庭内での支えがあって頑張れた」と、ご自分の
体験談を話されました。
続いて｢仕事と子育てと私～仕事も子育ても自分
らしく…｣というテーマでパネルディスカッション
が行われ、パネリストのみなさんが仕事への思い、
家族への思い、生活への思いを熱く語りました。

秋田マンドリン倶楽部、横手マンドリンクラブの演奏で
オープニング

会場にあふれるほどの参加者にお礼を述べる石川市長

標語コンクール小・中学生の部で入賞されたみなさん

ハートフル実行委員のみなさんが受付けでも一役かってく
れました

男のライフスタイルが変わらないと女性は変わらないと
いいますが…
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①コーディネーター
山王丸愛子さん（秋田地域振興局･総務企画部長）
男性も女性も、個性と能力を生かしながら自分らしく生きていけるよ
うなそういう環境、地域づくりをしていく。それが円満な家庭づくりに
結びつく、地域の活性化にも結びつく、さらに地域みんなの連帯感が醸
成されるということであれば、これこそがこのフォーラムがめざした目
的ではないのかなと考えます。

②パネリスト
小玉　弘之さん
仕事と家事を両立するのは大変なことですが、看護師の家族は比較的
理解があるように思います。職場でも、家庭の仕事を優先するよう常に
話しています。突然仕事を休まなければならないことがあっても、その
分まわりの人がフォローできるような職場の環境作りをしています。結
婚・出産で退職していた職員の再就職、再雇用は賛成です。人生経験を
重ねることで“人間力”が高まるということがよくわかります。

③パネリスト
舘岡美果子さん
家族に支えられながら仕事と育児をこなしています。今日も子ども
の面倒を家族にまかせてここに来ています。今はみんな健康ですが、
このバランスが崩れた時のことを考えると心配です。家族の健康を第
一に考えて頑張ります。

④パネリスト
佐藤真奈美さん
母が病気になり父の手伝いのつもりが、今度は父が病気になり本格
的に家業を継ぐことになりました。どちらかというと男の職業という
分野ですが、自分では男とか女とか意識していません。みんなに声を
かけてもらいながらはりきって仕事をしていますが、プライベートも
充実させたいので、自分と親とのいいバランスを保つことが大切だと
考えています。

⑤パネリスト
古戸　栄子さん
家族みんなで農業を分担しながら頑張っています。過労で病気にな
ったこともあり、近所の人には、朝から晩まで畑仕事でかわいそうだ
と言われますが、そんなことはありません。自分は、農業が大好きな
んです。家事をやっている母が高齢で、自分が面倒みなければならな
いところに来ていますが、これからもライフワークとして農業を続け
ていきます。

潟
上
市
の
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を
み
な
さ
ん

に
広
く
周
知
し
て
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
標
語
を
九
月
一
日
か
ら
十

月
二
日
の
期
間
に
渡
り
募
集
し
ま
し
た
。﹇
一
般
の

部
﹈
は
四
十
八
名
か
ら
一
二
七
作
品
、﹇
小
・
中
学

生
の
部
﹈
は
五
七
八
名
か
ら
八
七
九
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

一
般
の
部

●
最
優
秀
作
品

「
必
要
な
ん
で
す
　
あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
共
同
参
画
」

佐
藤
久
美
子
さ
ん
（
昭
和
大
久
保
）

●
優
秀
作
品

「
参
画
で
　
め
ざ
す
潟
上
　
笑
顔
の
輪
」

米
谷
　
堅
光
さ
ん
（
天
王
字
上
江
川
）

「
子
育
て
も
　
介
護
も
　
で
ば
ん
で
す
!!

お
父
さ
ん
」

村
山
美
奈
子
さ
ん
（
天
王
字
上
江
川
）

「
輝
け
る
　
豊
か
な
潟
上
　
共
同
参
画
」

桜
庭
ヒ
ロ
子
さ
ん
（
天
王
字
上
江
川
）

「
あ
な
た
と
わ
た
し
　
共
に
輝
く
　
未
来

あ
し
た

を
創
造

つ

く

る
」

和
田
　
文
夫
さ
ん
（
天
王
字
持
谷
地
）

小
・
中
学
生
の
部

●
最
優
秀
作
品

「
参
画
で
　
深
ま
る
理
解
　
広
が
る
未
来
」

千
種
　
素
実
さ
ん
（
羽
城
中
一
年
）

●
優
秀
作
品

「
た
く
さ
ん
の
　
笑
顔
で
つ
く
る
　
共
同
参
画
」

松
本
華
菜
子
さ
ん
（
天
王
小
六
年
）

「
生
活
が
　
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
　
共
同
参
画
」

菅
原
　
優
衣
さ
ん
（
大
久
保
小
五
年
）

「
参
画
で
　
伝
わ
る
優
し
さ
　
心
の
輪
」

中
村
　
美
貴
さ
ん
（
天
王
中
二
年
）

「
わ
か
ち
合
お
う
　
参
画
都
市
に
　
住
む
喜
び
」

目
黒
　
裕
香
さ
ん
（
天
王
中
二
年
）

① ⑤

② ④

③

（昭和大久保）
（医療法人正和会　南秋田整形外科院長。秋田県医師会常任理事。二男の父）

（昭和大久保）
（平成12年から農家民宿「果夢園

かむえん

」を運営。今年出産し子育て奮闘中）

（天王字追分西）
（平成３年より父が経営する廃棄物収集運搬業を引き継いでいる）

（飯田川金山）
（平成17年から潟上市農業委員。農業と子育てを両立してきた経験を持つ｡一男三女の母）

（
男
女
共
同
参
画
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
）
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秋の叙勲

元昭和町長。昭和48年から14年間にわたり昭和町

議会議員を歴任。昭和62年に昭和町長に当選以来、

４期余17年10カ月の永きにわたり在職。また、秋田

県町村会副会長などの要職を歴任するなど、町政の円

滑な運営はもとより地方自治発展のため尽力されまし

た。

元飯田川町長。昭和49年から10年間にわたり飯田

川町議会議員を歴任。昭和60年に飯田川町長に当選

以来、通算４期余16年１カ月の永きにわたり在職。

また、秋田県町村会副会長などの要職を歴任するなど、

町政の円滑な運営はもとより地方自治発展のため尽力

されました。

元昭和町消防団分団長。昭和29年に昭和町消防団
員を拝命以来、40年間にわたり消防団員として職責
を自覚し、積極的に職務に専念されました。昭和57
年から幹部となり、部下の指導、災害の防除軽減に励
み、地域住民の生活の安定と住民福祉向上に尽力され
ました。

昭和29年から旧昭和町の保育所に勤務。40年間に
わたり児童福祉の向上に貢献されました。その間、昭
和43年から保育所長として保育事業の充実と児童の
健全育成に精励するとともに、後進の指導にも尽力。
また、長年にわたり秋田県保育協議会などの役員とし
て、幅広く地域のリーダーとして尽力されました。

元飯田川町消防団分団長。昭和38年に飯田川消防
団員を拝命以来、34年間にわたり消防団員として職
責を自覚し、積極的に職務に専念されました。昭和
54年から幹部となり、部下の指導、災害の防除軽減
に励み、地域住民の生活の安定と住民福祉向上に尽力
されました。

昭和38年に水原工務店に型枠大工として入社。昭和
50年から同職長として型枠大工一筋に従事され、長年
にわたり専門工事業務に貢献されました。その間、昭
和61年に一級技能士を取得し、本県の型枠検定指導員
を務め、平成13年には型枠技能検定委員として若年技
能者の育成・指導、技能継承に尽力されました。

旭日小綬章 旭日小綬章

瑞宝単光章瑞宝単光章

瑞宝単光章 瑞宝単光章

地方自治功労

千田 鐵太郎 氏

（昭和大久保）

地方自治功労

小玉　久男 氏

（飯田川飯塚）

消防功労

佐々木　泰雄 氏

（昭和大久保）

児童福祉功労

新田　祐子 氏

（昭和大久保）

専門工事業務功労

佐藤　戦治 氏

（天王字上北野）

消防功労

車屋　善也 氏

（飯田川飯塚）
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秋田県統計功労者表彰

11月８日、県庁第２庁舎で行わ

れた「平成18年度秋田県統計功労

者表彰式」で、本市統計調査員の

佐藤隆蔵さん（昭和大久保）が、

統計業務に関する功労者として総

務大臣表彰を受賞されました。

佐藤さんは、昭和45年に調査員に任命されて以来、これ

まで８回の国勢調査に従事されました。

また、安藤正子さん（昭和大久保）と三浦正子さん（天王

大崎）が、秋田県知事表彰を受賞されました。

平成18年度の県地方自治功労者表

彰式が、秋田県庁「正庁」を会場に

行われ、本市から前潟上市議会議員

の佐藤忠悦さん（昭和大久保）が地

方自治功労を受賞されました。

佐藤さんは、昭和52年９月に旧昭和町議会議員に初当選

され、昭和53年から教育民生委員長、平成５年から建設委

員長などを歴任。平成８年から副議長、平成９年から議会議

長として円滑な議会運営に努めるなど、長年にわたり議会議

員として地方自治の振興発展に尽力された功労が称えられま

した。

10
月
20
日
、「
第
44
回
秋
田
県

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
が
、
秋
田
県

民
会
館
で
行
わ
れ
、
席
上
、
本
市

か
ら
佐
藤
鐵
雄
さ
ん
（
飯
田
川
下

虻
川
）
が
老
人
福
祉
功
績
者
と
し

て
、
神
明
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
天
王
）

が
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
秋
田

県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
２
年
に
下

虻
川
天
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
。
平
成
５
年
か
ら
は
天
寿
会
会

長
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
老
人

福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
神
明
町
老
人
ク
ラ
ブ

は
平
成
８
年
の
設
立
当
初
か
ら
、

天
王
駅
前
の
花
だ
ん
整
備
を
行
う

な
ど
積
極
的
に
地
域
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
黒
建
一
さ
ん
（
昭
和

乱
橋
）
と
中
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
昭

和
）
が
、
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
連
続
完
納
組
合
表
彰
】

45
年
連
続
　
神
明
町

40
年
連
続
　
追
分
下
区

35
年
連
続
　
共
進
会

10
年
連
続
　
追
分
西
住
宅

５
年
連
続
　
塩
口
１
区

５
年
連
続
　
大
崎
４
区

５
年
連
続
　
出
戸
新
町
第
二

【
永
年
勤
続
組
合
長
表
彰
（
敬
称
略
）
】

20
年
勤
続
　
鈴
木
為
春
（
羽
立
３
区
）

５
年
勤
続
　
小
林
孝
夫
（
長
沼
団
地
）

５
年
勤
続
　
田
口
　
昇
（
向
陽
町
）

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催
に

よ
る
平
成
18
年
度
中
学
生
の
「
税
の
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、
本
市
か

ら
秋
田
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

に
石
川
知
里
さ
ん
（
天
王
中
２
年
）
の

作
品
「
今
の
税
に
つ
い
て
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
秋
田
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞
に
板
橋
萌
さ
ん
（
天
王
中

２
年
）、
松
原
美
月
さ
ん
（
天
王
南
中

３
年
）、
佐
藤
朝
香
さ
ん
（
羽
城
中
２

年
）
が
入
選
し
ま
し
た
。

県の地方自治功労者

第
44
回
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

共
同
募
金
運
動
60
年
記
念

佐
藤
鐵
雄
さ
ん
（
飯
田
川
下
虻
川
）、
神
明
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
天
王
）
に
秋
田
県
知
事
表
彰

平
成
18
年
度

納
税
貯
蓄
組
合
表
彰
（
天
王
支
部
）

中
学
生
の
「
税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

佐藤隆蔵さんに

総務大臣表彰

佐藤忠悦さんの

功労が称えられる
（昭和大久保） （元昭和町議会議長）

▲佐藤隆蔵さん

▲佐藤忠悦さん

天
王
婦
人
会
と
小
玉
醸
造(

株)

が
特
別
表
彰
を
受
賞

秋
田
県
共
同
募
金
会
が
主
催

す
る
「
共
同
募
金
運
動
60
年
記

念
表
彰
並
び
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
、
10
月
31
日
に

秋
田
県
民
会
館
を
会
場
に
行
わ

れ
、
席
上
、
本
市
か
ら
２
団
体

が
特
別
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

潟
上
市
連
合
婦
人
会
天
王
婦

人
会
は
、
奉
仕
団
体
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
共
同
募
金
運
動
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
称

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

小
玉
醸
造
株
式
会
社
は
、
高

額
寄
付
者
と
し
て
共
同
募
金
運

動
の
事
業
推
進
へ
の
功
績
が
称

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲天王婦人会のみなさん

▲佐藤鐵雄さん

▲石川知里さん

石
川
知
里
さ
ん
（
天
王
中
）
が

秋
田
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
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税務課q８７８－９８０３

平成19年から所得税・住民税が変わります
平成19年から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります。

税源移譲は、「地方のことは地方で」という方針のもと、より身近でより

よい行政サービスが行えるようにという地方分権を積極的に進めていくた

めの改革です。

所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで、国の税収が

減り、地方の税収が増えることになり、およそ３兆円の税源が国から地方

へ移譲されます。

これにより、ほとんどの方は平成19年１月分

から所得税が減り、その分住民税が増えること

となりますが、税源の移し替えなので、所得税

と住民税を合わせると、負担額はこれまでと変

わりません。（下表をご覧ください）

※　夫婦＋子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※　一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

県民税４％・市民税６％

夫婦＋子ども２人の場合（年額）

平成17年１月１日現在、65歳以上の方（昭和
15年１月２日以前に生まれた方）で、前年の合計
所得金額が125万円以下の方は、平成17年度まで
住民税が非課税でしたが、年齢にかかわらず公平
に負担を分かち合うという観点から、この措置が
平成18年度に廃止され、現役世代と同様の制度が
適用されています。ただし、急激な税負担を緩和
するため経過措置がとられています。

平成11年度から、景気対策のために暫定的な
税負担の軽減措置として導入されていた定率減
税が、最近の経済状況をふまえて廃止されます。

給与収入
税源移譲前　〔単位：円〕 税源移譲後　〔単位：円〕

所得税 住民税 合　計 所得税 住民税 合　計
負　担
増減額

※ただし、平成19年からの定率減税の廃止や、みなさ

んの収入の増減など、別の要因により実際の負担額

は変動します。

経過措置として

平成18年度は税額の３分の２を減額

平成19年度は税額の３分の１を減額

平成20年以降は、全額負担
※この経過措置は昭和15年１月２日以前に生まれた方が対象になります。

課税

平成18年度以降
平成17年度

合計所得金額

125万円以下の方

非　課　税

◎その他の主な税制改正点

●住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています

●定率減税が廃止されます

【平成18年】
所得税

平成18年１月分から税額の10％相当額を減額
（12.5万円を限度）

住民税
平成18年６月分から税額の7.5％相当額を減額

（2万円を限度）

【平成19年以降】
所得税

平成19年１月分から廃止

住民税
平成19年６月分から廃止

→

▲

300万円 0 9,000 9,000 0 9,000 9,000 ０円
500万円 119,000 76,000 195,000 59,500 135,500 195,000 ０円
700万円 263,000 196,000 459,000 165,500 293,500 459,000 ０円
1,000万円 688,000 442,000 1,130,000 590,500 539,500 1,130,000 ０円

所得税

住民税

平成19年１月分から適用→４段階の税率を６段階に
所得税と住民税を合わせた税負担が
変わらないよう制度設計

平成19年６月分から適用→３段階の税率から一律10％に

▲

＝



潟
上
市
超
高
速
通
信
網
整
備
推
進
協
議
会
（
会
長
　
石
川
光
男
市
長
）
で
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
誘
致
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
高
速
で
接
続
で
き
る
通
信

料
定
額
サ
ー
ビ
ス
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
を
、
平
成
19
年
１
月
22
日
か
ら
順
次
、
開
始
す

る
と
正
式
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
賛
同
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
は
深
く
感
謝
し
ま
す
。
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潟
上
市
に
敷
設
決
定
！

お酒を飲んだら運転ストップ！

いよいよ忘年会などの行事が多くなる季節を迎
え、職場の同僚や親戚、仲間同士でお酒を飲む機会
が多くなります。
お酒を飲んで楽しいひとときを過ごしたあと、絶

対にやってはいけない行為が車などの運転です。

秋田県飲酒運転等追放競争　　　

10月末現在　 25市町村中最下位　

1月から10月までの検挙者数　55人（昨年同期　▲17人）

10月中の検挙者数　　　　 1人

潟
上
市
超
高
速
通
信
網
整
備
推
進
協
議
会

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
（
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
）

開始日時・対象エリア（字名）は、ＮＴＴ東日本秋田支店のホームページをご覧ください。

http://www.ntt-east.co.jp/akita/news/061113.html

飲酒運転を追放しよう！
「飲んだら乗らない」「乗るなら飲まない」
「乗るなら飲ませない」「飲んだら乗らせない」

「運転するなら酒は飲まない」、
「運転する人には酒を勧めない」などの

「飲酒運転４（し）ない運動」で
◎年末の交通安全県民総ぐるみ運動
12月11日（月）から12月20日（水）まで

見慣れた道路ではスピードの出しすぎ、わき見運転、ぼんや

り運転など、注意力が散漫になりがちです。その日の天候や歩

行者、自転車などにより、運転状況が大きく変わってきます。

運転は気持ちを引き締め、常に安全運転を心がけましょう。

◎飲酒運転追放強調月間（12月1日から31日の1ヵ月間）
スローガン｢県民の力でなくそう　飲酒運転」

Ｂフレッツサービスエリア

Bフレッツサービスに関するお問い合わせは…　　　　NTT東日本局番なしの　q１１６

お問い合わせは…　　潟上市超高速通信網（Ｂフレッツ）整備推進協議会事務局
（潟上市総合政策課内　q８７８－９８０２）

●平成19年１月22日開始

天王地区 一向、江川、児玉、天王、道合、二田、ハラヘ、下狼縁、
宮の後、持長根、上の台、コアツコ

昭和大久保地区 袋、屋布、汲田、小橋、町後、虻川境、街道下、宮の前、堤の上

飯田川下虻川地区 向、屋敷、土場向、鶴巻、両又、槐袋、街道下、釈迦前、
城ノ後、侭ノ内、道心谷地、街道下一本木、街道上一本木

●平成19年２月１日開始

天王地区 蒲沼、北野、下出戸、御休下、持谷地、上江川、上出戸、
上狼縁、西長根、大長根、長沼下、鶴沼台、棒沼台、
細谷長根、三枚橋下、江川上谷地

昭和地区（乱　橋）下畑、古開、木鉢、家の下、開上関田、後堰鴨田、宅地家後
（大久保）高田、山神、元木田、狐森下、後谷地、小谷地、槐川端、

イカリ沖、阿弥陀堂、小川中道、表街道下、小川向谷地、
新関堰の外、片田千刈田、北野街道下、北野街道上、
北野高津森、北野白洲野、北野細谷道添、北野出戸道脇、
北野出水の上、北野大崎道添、北野白洲野上、
北野武利子沢、北野蓮沼前山、北野海老漉沼端、
北野藤曲小道添、北野白洲野潟端、北野蓮沼長根尻

（八丁目）汲田、腰巻

飯田川地区（飯　塚） 泓、潟端、深田、巣崎、大面、中山、昼寝、飯塚、片田、
妙見、家ノ越、観音尻、塞ノ神、水神端、僧ケ沢、
中谷地、鳥木沢、塚ノ越、樋ノ下

（下虻川） 小沖、井戸沢、上谷地、八ツ口
（和田妹川） 岩崎、後田、山下、出張、石田、千刈、妹川、柳田、

和田、元屋敷、坂ノ下、四百刈、松ノ木、盤場田、
苗代沢、平ノ下、御伊勢山



秋
田
県
市
町
村
職
員
海
外
研
修
が
、

10
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
の
日
程
で
行

わ
れ
、
本
市
か
ら
下
水
道
課
の
畠
山
修

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ラ

ン
ス
の
２
カ
国
を
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
異
国
文
化
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
畠
山
さ
ん
の
体
験
記
を
紹

介
し
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

少
子
化
対
策
を
見
聞

今
回
の
研
修
で
は
、「
少
子
化
対
策
」

と
「
環
境
政
策
と
地
域
振
興
」
と
い
う

二
つ
の
テ
ー
マ
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

フ
ラ
ン
ス
の
二
カ
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
私
が
一
番
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
子
化
対
策

で
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
人
口
九
〇
〇
万
人
、

面
積
四
十
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

人
口
密
度
は
二
十
人
／
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
国
土
の
半
分
ほ
ど
が
森
林
に
覆

わ
れ
、
約
九
万
も
の
湖
沼
が
あ
る
美
し

い
国
で
す
。
そ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

日
本
よ
り
も
早
い
段
階
か
ら
出
産
、
育

児
に
関
す
る
保
障
が
充
実
し
て
き
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
、
少
子
化
が
将
来
、

国
力
そ
の
も
の
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
か
ら
で
す
。

ま
ず
、
育
児
支
援
で
は
、
幼
い
子
ど

も
を
持
つ
親
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で

き
る
よ
う
、
育
児
休
業
の
取
得
や
勤
務

時
間
を
短
縮
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

力
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
働
い
て
い
る
女
性
が
経
済
情

勢
に
関
係
な
く
平
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と

や
、
男
女
が
性
別
を
問
わ
ず
平
等
に
扱

わ
れ
る
こ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

そ
の
政
策
と
し
て
、「
手
厚
い
所
得
保

障
を
伴
う
、
利
用
し
や
す
い
育
児
休
業

制
度
」「
一
歳
か
ら
の
完
全
な
保
育
保
障
」

「
所
得
制
限
な
し
の
児
童
手
当
・
住
宅
手

当
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
育
児
休
業
中
の
収
入
補
填
は
一

番
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

収
入
補
填
率
は
、
休
業
直
前
の
収
入

の
八
〇
％
で
、
収
入
が
な
い
人
に
対
し

て
は
最
低
保
障
額
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

給
付
額
は
基
本
的
に
、
休
業
直
前
の
収

入
に
応
じ
て
給
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
両

親
は
所
得
と
の
兼
ね
合
い
を
考
え
て
適

切
な
時
期
に
な
っ
て
か
ら
子
ど
も
を
作

る
よ
う
で
す
。

第
二
子
が
生
ま
れ
た
場
合
、
第
一
子

と
の
間
隔
が
短
け
れ
ば
第
一
子
の
場
合

と
同
額
の
給
付
が
出
る
と
い
う
制
度
に

な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
休
業
中

や
パ
ー
ト
で
復
職
中
で
あ
っ
て
も
、
前

の
子
ど
も
を
産
む
以
前
に
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
い
た
人
は
、
そ
の
時
の
給
与

か
ら
給
付
額
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
育
児
休
業
制
度
が
導
入
さ
れ

た
当
初
は
「
一
年
以
内
」
と
い
う
短
い

期
間
で
し
た
が
、
一
九
八
〇
年
に
は

「
二
年
以
内
」、
一
九
八
六
年
に
は
「
二

年
六
カ
月
以
内
」
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
両
親
は
子
ど
も
を

産
む
間
隔
を
短
縮
す
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て

出
生
率
が
高
ま
っ
た
理
由
の
一
つ
の
よ

う
で
す
。

育
児
休
業
の
期
間
は
、
出
産
十
日
前

か
ら
八
歳
の
誕
生
日
ま
で
に
両
親
合
わ

せ
て
最
大
で
四
八
〇
日
取
得
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
給
与
の
八
〇
％
が
支
払
わ
れ

る
の
は
三
九
〇
日
、
残
り
の
九
十
日
は

最
低
保
障
額
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

三
九
〇
日
の
内
訳
は
、
配
偶
者
に
譲
る

こ
と
が
で
き
な
い
休
業
日
数
は
そ
れ
ぞ

れ
六
十
日
ず
つ
、
両
親
が
譲
り
合
え
る

日
数
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
五
日
ず
つ
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
首
都
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
市
内
で
は
、
父
親
が
一
人
で
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
す
姿
を
よ
く
目
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
こ
の
制
度
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
日
本

で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

光
景
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
手
厚
い
施
策

も
、
高
い
国
民
負
担
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
民

負
担
率
は
七
五
％
、
所
得
の
四
分
の
三

が
税
金
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
そ
れ
は
三
五
％
ぐ
ら
い
な
の
で
、

い
か
に
高
負
担
で
あ
る
か
分
か
る
と
思

い
ま
す
。
消
費
税
が
二
五
％
と
、
も
う

限
界
に
近
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
国

民
は
大
筋
で
こ
の
方
向
を
受
け
入
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
高
福
祉
高
負
担

へ
日
本
が
向
か
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
。
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン�

フランス�

秋田県市町村職員海外研修レポート

下
水
道
課
　
畠
山
　
修
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
て
）

▲スウェーデンの少子化対策を学ぶ



10月28日、潟上市ふるさと昭和会の平成18年
度定期総会･交流会が、東京グリーンパレスを会
場ににぎやかに開催されました。
当日は、会員と来賓、招待者約90人が参加。総

会を滞りなく終了し、交流会は潟上市から贈られ
た清酒｢潟上｣の鏡割りでスタート。今年も地元か
ら取り寄せただまこもち、きりたんぽ、なすがっ
こ、はたはた鮨を食べ、会場の物産コーナーでは、
笹巻き、佃煮を買い求め、ふるさとの味とかおり
を満喫しました。
今年は、役員のみなさんがこの日に合わせて作

った青いはんてんを身にまとってハッスル。背中
に八郎竜をデザインしたのは副会長の藤原英雄さ
ん(元木出身)です。潟上市昭和をイメージしたお
しゃれなはんてんと手ぬぐいを石川市長もおみや
げに買ってくれて、役員大感激でした。マジック
ショー、カラオケ、盆踊りとあっという間に時間
が過ぎ、最後はみんなで輪になって、手をつない
で‘ふるさと’を大合唱。地元昭和大久保から初
めて参加した畠山隆さんの万歳三唱で会を閉じま
した。
『みなさんのふるさとを思う気持ちがビンビン

伝わってきて、
最後は胸がいっ
ぱいになりまし
た』と畠山さん。
みなさん、来年
もまた元気で再
会しましょう。

第20回ふるさと飯田川会（首都圏に住む飯田川
地区出身者）が、10月21日、アルカディア市ヶ
谷(東京都)を会場に行われました。
門間淳ふるさと飯田川会長（下虻川出身）のあ

いさつの後、20回記念の特別表彰として、前会長
の石沢武義さん（飯塚出身）、前副会長の永井修
治さん（下虻川出身）、前事務局長の渡部亮次郎
さん（飯塚出身）と15回以上参加された会員８人
の方に感謝状を贈呈。また、20年にわたり地元の
酒・味噌・しょうゆをお土産品として提供してく
れた、小玉醸造㈱の小玉真一郎社長へ、ふるさと
飯田川会長・潟上市長連名による感謝状が贈呈さ
れました。
続いて、鐙助役、藤原市議会議長、伊藤榮悦市

議会議員が、潟上市の近況などのあいさつを述べ
ました。
その後、事務局長の小玉勝雄さん（飯塚出身）

が会員の近況を報告。諸橋磯光昭和飯田川商工会
副会長の音頭で懇親会が始まり、会場のあちらこ
ちらでふるさと談議に花が咲きました。
当日は、飯田川地区から駆けつけた市民やふる

さと昭和会の役
員などが参加
し、BGMで流
れた潟上市民歌
や羽城中学校歌
に耳を傾けなが
ら、和やかに交
流が図られまし
た。

ふるさと飯田川会
第20回記念式典
前会長などへ感謝状

潟上市ふるさと昭和会
ふるさとのなまり

なつかし昭和会

*
*
*

ふ
る
さ
と
を
思
い
和
や
か
に
懇
談*

*
*
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▲１年ぶりの再会に笑顔が広がる

▲鐙助役を囲んで会員のみなさんがニッコリ

▼

和
や
か
に
懇
談

▼

ふ
る
さ
と
を
思
い
合
唱
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総合政策課広報統計班（q878－9802）

潟上市社会福祉大会
「たすけあう

小さな気持ち
大きな力」

潟上市赤十字奉仕団
高齢者が防災知識を学び合う

あしたのまち・くらしづくり活動賞に
むつみ造園土木(株)（秋田グリーンサム倶楽部）

「共に支え、共にたすけあい、共にいきる　ふれあい
のまち　誰もが安心して暮らせる　やさしくあたたかな
まちづくり」を大会テーマに第2回潟上市社会福祉大会
が、11月18日、天王総合体育館を会場に行われました。
大会には、会員をはじめ、社会福祉関係者、市民など
約750人が参加。表彰・式典では、長年にわたりボラン
ティア活動や在宅介護の功労を称える地域福祉功労、在
宅福祉功労を表彰。「福祉に関する標語」では、応募総
数1,305点の中から豊川小学校５年の奈良晃さんの作品
「たすけあう　小さな気持ち　大きな力」が最優秀作品
に選ばれたほか、優秀作品９点を表彰しました。
続いて、菅原三朗会長が「少子高齢化社会が進んでい
る中、全市民が福祉との関わりを持つべく、社会福祉協
議会がコーディネイト役となり、バリアフリー（心の壁
などを取り除く）とノーマライゼーション（分け隔ての
ない社会生活）による市民総参加による心豊かなまちづ
くりをめざしていきたい」とあいさつ。来賓として石川
光男市長をはじめ、藤原幸作市議会議長、こだま祥子県
議会議員が祝辞を述べました。
講演では、天王地区の自性院・住職の鈴木道雄師が

「伝えたい　日本の調べ」と題して講話。師は琴古流尺
八虚空庵大師範（竹号　鈴秋）として国内外で活躍され、
尺八の澄んだ美しい音色を披露し、日本の伝統文化の大
切さなどを語りかけました。
その後、市内の園児や小・中学生による発表、社会福
祉協議会職員によるコント、潟上市民歌などを合唱して
心をひとつにし、地域福祉の充実を確認し合いました。

10月31日、潟上市赤十字奉仕団飯田川分団（分団長
小玉喜久子）では、地域内の高齢者を対象に「ミニ防災
講座」を飯塚児童館で行いました。
この事業は、日本赤十字社による地域高齢者生活支援
活動推進事業として、地域の一人暮らし高齢者の健康と
自立した生活を地域で支え合うことを目的に行ってきま
した。
平成17年度からの２ヵ年事業として最終事業となった
この日は、高齢者や団員など約50人が参加。日本赤十字
社職員による防災講座では、災害に備えた心構えや準備、
災害時に想定される被災者の健康状態などの知識を深め
合いました。
また、災害時に使用される災害用移動炊飯器を用いて
炊き出しが行われ、昼食は炊き出しのおにぎりと、団員
による豚汁が振る舞われ、参加者は笑顔しきりでした。

あしたの日本を創る協会などが主催する「あしたのま
ち・くらしづくり活動賞」で、本市のむつみ造園土木
(株)（秋田グリーンサム倶楽部）が企業の地域社会貢献
活動部門で内閣総理大臣賞に選ばれました。
これは、地域が抱える課題を自らの手で解決し、住み
よい地域社会の創造をめざす企業などを称えるものです。
同社では、平成7年から社員や家族などで「フィスロあ
きた」を立ち上げ、日本海沿岸約15㎞の海岸林（現在の
夕日の松原）の清掃活動を長年にわたり実施し、今では県
や市とタイアップして環境美化活動が展開されています。
また、地域住民が参加する「秋田グリーンサム倶楽部」

を平成12年からスタ
ートさせ、花と緑の
ネットワークをつく
り、地域を豊かな魅
力あるまちにしよう
と様々な教室・活動
を展開しています。
こうした活動が高く
評価されたものです。

災
害
時
に
使
用
さ
れ
る
移
動
炊
飯
器

で
炊
き
出
し
を
体
験

▼

▲市民総参加の社会福祉の充実をめざして

会
員
に
よ
る
清
掃
活
動

▼
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第12回石川翁顕彰短歌大会
石川翁の精神を継承

飯塚駅前・飯塚下町内会
“もしも”のときに備え
みんなで訓練

11月11日、第12回石川翁顕彰短歌大会が、昭和公民館で
開催されました。
石川翁は、和歌の優れた実作者であり、和歌を通して人
間の練磨をめざした農村教育者でもありました。短歌大会
は、翁が若くして創設した「尚庵歌会」の伝統を守りなが
ら、現代短歌に取り組んでおり、生誕150周年記念事業か
ら継続して行われています。今回は、一般の部が122首、
ジュニアの部が66首の応募がありました。
当日は、県内の応募者約100人が出席。はじめに主催者
の顕彰会会長の齊藤敏夫氏のあいさつの後、大会の選者を
長く務め大会の発展に貢献したとして、前選者の斉藤真人
氏（井川町）と吉田茂雄氏（男鹿市）に対し感謝状を贈呈
しました。続いて、小林市教育長、藤原市議会議長、小玉
市芸術文化協会会長が来賓あいさつを行いました。
午前中は、秋田大学名誉教授の佐々木久春氏による「芸
道をめぐる日本のこころ」と題した講演。午後からは、三
浦貴智介氏（秋田市）、菅原恵子氏（大仙市）、斉藤博氏
（秋田市）が選評を行い、互選賞第１位の鈴木テルさん（飯
田川和田妹川）などに賞状と記念品が贈られました。

11月12日、飯塚駅前町内会と飯塚下町内会が、あか
しや会館で防災訓練を行い、約60人が参加しました。
両町内会は、合同で自主防災組織を作り、防災体制
を整えたり、防災意識の高揚などを図っています。
この日は、湖東地区消防署の協力を得て訓練を行い、
消火器による消火訓練のあと、飯塚駅前町内会の門間
久一郎会長が「この地域には、約300軒の家や駅、銀
行などの重要な建物があります。この訓練をとおして、
災害時の地域での対応をみんなで学び、考えたい」と
あいさつ。
その後、参加者は消防署員による心肺蘇生法やタン
カの使い方の説明を熱心に聞き入り、積極的に心臓マ
ッサージや人工呼吸に挑戦していました。
最後に、水やお湯で作れるごはんなどの非常食を試
食するなど、「地域のみんなでできること」を確認し
合いました。

市グラウンドゴルフ協会が主催する「潟上市グラウンド
ゴルフ月例選抜大会」が、11月９日、グランパスくらかけ
を会場に行われました。
この大会は、月例大会の上位入賞者によるチャンピオン
決定戦で、当日は市内外から239人が出場。爽やかな秋晴
れのもと、参加者らは自慢の腕を競い合い、ホールインワ
ンが出るたびに場内に歓声が広がりました。

市グラウンドゴルフ月例選抜大会
広々としたグラウンドで
自慢の腕を競い合う

▲熱心に見入る参加者のみなさん

▲ナイス・ショット、健康づくりで交流

参
加
者
に
応
募
の
お
礼
を
述
べ
る
齊
藤
会
長

▲
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は

冬
に
発
生
す
る
食
中
毒
で
す

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
カ
キ
（
牡
蠣
）

な
ど
の
二
枚
貝
の
中
に
蓄
積
さ
れ
る
た

め
、
生
ガ
キ
の
消
費
が
増
え
る
冬
に
多

く
発
生
し
ま
す
。

人
の
小
腸
で
増
殖
し
、
下
痢
や
嘔
吐

を
起
こ
し
ま
す
。
食
品
か
ら
の
感
染
の

ほ
か
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
や
吐
物
・

便
を
介
し
て
の
感
染
も
あ
り
ま
す
。

症
　
状

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
っ
て
か
ら
約

一
〜
二
日
く
ら
い
で
発
症
し
ま
す
。
吐

き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
、
か
ぜ

の
症
状
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
乳
幼
児

や
高
齢
者
は
感
染
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
症
状
は
三
日
く
ら
い
で
回

復
し
ま
す
が
、
症
状
が
落
ち
着
い
て
も
、

便
に
は
二
週
間
ほ
ど
ウ
イ
ル
ス
が
排
出

さ
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

感
染
予
防
の
た
め
に

●
石
け
ん
と
流
水
で
し
っ
か
り
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

外
か
ら
戻
っ
た
と
き
、
排
泄
の
後
、

食
事
の
前
、
調
理
の
前
は
必
ず
手
洗

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
品
は
き
ち
ん
と
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
十
分
加
熱
し
て

か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。
生
食
の
際
は
必

ず
「
生
食
用
」
に
限
り
ま
し
ょ
う
。

●
調
理
器
具
、
ふ
き
ん
な
ど
は
よ
く
洗
っ

た
後
、
塩
素
系
漂
白
剤
な
ど
で
消
毒
し

ま
し
ょ
う
。

塩
素
系
漂
白
剤
は
１
０
０
ml
を
９
０
０

ml
の
水
で
希
釈
し
て
使
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
感
染
す
る
保
護
者
の
確
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
吐
物
の
処
理
、
お

む
つ
交
換
時
の
処
理
は
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
使
い
捨
て
手
袋
、
使
い
捨
て
マ
ス
ク
、

エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
塩
素
系
漂
白
剤
（
ハ
イ
タ
ー
、
ブ
リ

ー
チ
な
ど
）
を
し
み
こ
ま
せ
た
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
等
で
静
か
に
（
周
り
に

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
）
十
分
ほ
ど

覆
う
。
そ
の
後
、
汚
物
を
除
去
し
ま

す
。

③
除
去
後
、
さ
ら
に
塩
素
系
漂
白
剤
で

浸
す
よ
う
に
拭
き
取
り
ま
す
。

④
さ
ら
に
十
分
後
水
拭
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

⑤
お
む
つ
の
場
合
も
、
乾
き
き
ら
な
い

う
ち
に
速
や
か
に
取
り
換
え
ま
す
。

お
し
り
は
、
必
ず
石
け
ん
を
つ
け
て

そ
の
都
度
洗
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

⑥
処
理
し
た
吐
物
、
手
袋
、
マ
ス
ク
は

す
ぐ
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
し
っ

か
り
封
を
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
エ
プ
ロ
ン
は
一
回
ご
と
取
り

替
え
、
ほ
か
の
洗
濯
物
と
分
け
て
洗

い
ま
し
ょ
う
。

⑦
全
部
の
処
理
が
終
わ
っ
た
ら
手
を
よ

く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
八
年
度
全
国
食
生
活
改
善
大

会
並
び
に
第
三
十
七
回
全
国
食
生
活
改

善
推
進
員
団
体
連
絡
協
議
会
大
会
が
、

十
月
二
十
七
日
、
山
梨
県
甲
府
市
を
会

場
に
開
か
れ
、
席
上
、
本
市
か
ら
鈴
木

組
子
さ
ん
（
昭
和
豊
川
槻
木
）
が
栄
養

改
善
事
業
功
労
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら

旧
昭
和
町
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
り
、

健
康
増
進
事
業
の
健
康
づ
く
り
教
室
や

食
生
活
の
改
善
な
ど
の
研
修
会
に
積
極

的
に
参
画
。
平
成
七
年
か
ら
同
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
長
に
就
任
さ
れ
、

平
成
十
七
年
か
ら
潟
上
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
長
と
し
て
、
組
織
へ
の
啓

蒙
と
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
潟
上
市
で
感
染
性
胃
腸
炎
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た
患
者
の
一
部
か
ら
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
も

見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
気
温
が
低
下
し
、
一
層
発
生
し
や
す
い
条
件
が
そ
ろ
う
と
、
感
染
の
拡
大
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

各
ご
家
庭
に
お
い
て
は
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る�

　
　
感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！

　
　
感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！�
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る�

　
　
感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！

　
　
感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！�

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る�

　
　
感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！

　
　
感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！�

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る�

　
　
感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！�

急
に
発
症
す
る
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
が
特
徴
で
す�

お
う
と�

げ
り�

ふ
く
つ
う�

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
健
康
課(

q
８
５
５
―
５
１
１
５)

全
国
食
生
活
改
善
大
会

鈴
木
組
子
さ
ん
が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
に
輝
く

▲鈴木組子さん
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お問い合わせは…
潟上市健康課　　　　　（q８５５－５１１５）
天王保健センター　　　（q８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（q８５５－５１８０）

健康課

乳幼児健診日程表

※受付時間は12時30分から13時までです。
母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。アンケートはしっか
り記入しましょう。

12月 ５日(火) 乳児健診 平成18年１・４・７月生 飯田川保健福祉センター

〈昭和・飯田川地区にお住まいの方〉※会場をよくご確認ください。

予防接種日程表

保健福祉センター開放日

12月 １日(金) 10時～12時　 飯田川保健福祉センター

12月 ４日(月) 〃　 天王保健センター

12月 ８日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

12月14日(木) 〃　　 天王保健センター

12月15日(金) 〃　　　 飯田川保健福祉センター

12月20日(水) 〃　　　　　　 天王保健センター

育児相談日

12月15日(金) 10時～12時 飯田川保健福祉センター

12月20日(水) 〃　 天王保健センター

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

12月19日(火) 天王保健センター

〈ＢＣＧ〉

12月 １日(金) 10ヵ月児健診 平成18年１月生　　 天王保健センター

12月 ６日(水) ４ヵ月児健診 平成18年７月生　　 天王保健センター

12月 ７日(木) ７ヵ月児健診　 平成18年４月生 天王保健センター

12月12日(火) １歳半児健診 平成17年５月生 天王保健センター

12月13日(水) ３歳半児健診 平成15年５月生 天王保健センター

〈天王地区にお住まいの方〉

育児教室のお知らせ

市では、お子さんをお持ちの方を対象に育児教室を行い
ます。ご希望の方は、開催日の３日前までに下記までお申
込みください。なお、教室の間は、ボランティアがお子さ
んのお世話をします。

生後３ヵ月から６ヵ月未満

までに１回接種します。
13時～14時

※　持ってくるもの：母子手帳・予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

12月 ５日(火) 13時～14時 天王保健センター

12月12日(火) 13時～13時30分 飯田川保健福祉センター

〈ポリオ〉

生後３ヵ月から７歳半未満

までに２回投与します。

★のびのび教室（１歳以上のお子さんをお持ちの方が対象です）

12月15日(金) 親子でＴｒｙ！
10時～ キッズ３Ｂ体操！ 天王保健センター

11時30分 ３Ｂ体操講師 （q878－6570）

牧野　エミ先生

12月22日(金) みんなで食べよう！ 飯田川保健福祉センター
10時～13時 キッズランチクッキング （q855－5180）

月日（曜日） 内　　容 会場（申し込み先）

◆持ち物：子どもさんのお世話に必要なもの（ある方はおんぶひも）、
12月22日に参加希望の方は、エプロン、三角巾、おしぼり、
子どもさん用のスプーンをご持参ください。

◎献血車巡回日程◎

ご協力のお願い�

献血は、手術や事故等で輸血の必要な患
者さんへ届けられる大切なものです。
潟上市でも献血車が巡回しております。

お近くにきた際にはご協力をお願いします。

12月21日(木)
９時00分～12時00分 (株)日立国際電気エンジニアリング

14時10分～16時00分 (株)日立国際電気エンジニアリング

天王工場

淡　路　柚　希さん
宇　瀬　晴　菜さん
鎌　田　涼　雅さん
小　林　賢　司さん
佐　藤　琉　華さん
菅　原　憲　平さん
菅　原　瑠　南さん
鈴　木　香　琳さん

薄　田　実　咲さん
高　橋　和　紗さん
土　肥　大　貴さん
萩　野　夢　翔さん
畠　山　恭　介さん
湊　　　温　媛さん
門　間　瑛美里さん

市で10月に３歳半児健診をうけた30人中、
むし歯のなかった子どもは15人でした。
むし歯のないきれいな歯をいつまでも大切
にしましょう。
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十
一
月
の
「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
チ

ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
」
第
七
回
目
の
活
動

は
、
月
遅
れ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

ー
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
衣
装
作
り
。

色
付
き
の
ご
み
袋
や
テ
ー
プ
、
色
紙
な

ど
を
工
夫
し
て
使
い
な
が
ら
色
と
り
ど

り
の
か
わ
い
いG

h
o
st

（
お
ば
け
）
や

M
o
n
ster(

妖
怪)
に
大
変
身
。
続
い
て
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
決
ま
り
文
句
「T

rick

o
r
T
rea
t!

」(

お
菓
子
を
く
れ
な
き
ゃ

い
た
ず
ら
し
ち
ゃ
う
ぞ
！
）
と
言
い
な

が
ら
、
家
に
見
立
て
た
公
民
館
の
各
部

屋
を
グ
ル
ー
プ
で
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
屋
で
待
機
し
て
い
た
指
導
の
先
生
方

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
で

は
、
毎
月
楽
し
い
遊
び
や
活
動
を
通
し

て
、
外
国
の
行
事
や
日
常
の
英
会
話
を

楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

世
界
の
歌
や
遊
び
、
外
国
の
料
理
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
行

事
を
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
体
験
を
し
た

り
、
外
国
人
の
先
生
と
動
物
園
や
お
祭

り
に
出
か
け
て
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。だ

れ
が
参
加
で
き
る
の
？

幼
稚
園
・
保
育
園
（
年
長
組
）
か
ら

小
学
校
三
年
生
ま
で
の
人
が
参
加
で
き

ま
す
。

な
お
、
お
う
ち
の
人
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
幼
稚
園
・
保
育
園
の
人
は
お

う
ち
の
人
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。だ

れ
が
教
え
て
く
れ
る
の
？

潟
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
、
外
国
の

人
や
外
国
で
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
人
、

市
内
の
中
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
る

外
国
人
の
先
生
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
な
ど
が
や

さ
し
く
、
楽
し
く
教
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。い

つ
・
ど
こ
で
や
っ
て
い
る
の
？

五
月
か
ら
一
月
ま
で
の
毎
月
一
回
。

土
曜
日
の
午
前
中
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
主
に
飯
田
川
公
民
館
で
す
が
、

動
物
園
や
、
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ま

つ
り
な
ど
に
も
出
か
け
ま
し
た
。
九
月

に
は
、
県
内
の
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

ビ
ッ
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
』
を
行
い
ま
し
た
。

夏休みに開催した、KATAGAMI  チャレンジキッズin大森山動物園

潟
上
市
青
少
年
健
全

育
成
大
会
を
開
催

大
　
会
　
趣
　
旨

青
少
年
の
健
全
育
成
に
か
か
わ
る
市
民

が
一
堂
に
集
い
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
で

の
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
大
会
を
通
じ
健
全
育
成
活

動
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

大
　
会
　
主
　
題

「
青
少
年
の
未
来
を
し
っ
か
り
守
り
育
て
る
」

主
催：

青
少
年
育
成
潟
上
市
民
会
議

共
催：

潟
上
市

期
日：

十
二
月
二
日
（
土
）

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時
五
十
分

会
場：

天
王
公
民
館

内
容●

記
念
講
演

大
久
　
　
栄
氏

(

非
営
利
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

Ｃ
Ａ
Ｐ
秋
田
代
表
）

●
事
例
発
表
①
鈴
木
　
鈴
秋
氏

(

潟
上
子
ど
も
和
楽
器

合
奏
団
指
導
者
）

●
事
例
発
表
②
伊
藤
　
和
人
氏

（
飯
田
川
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ク
ー
ル
代
表
）

参
加
自
由
で
す
。
青
少
年
の
未
来
を

守
り
育
て
る
た
め
に
も
み
な
さ
ん
で
話

し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
多
数
の
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
q
８
７
７
―
７
８
０
５
）



生涯学習課12月行事
※今月の公民館の休館日は11日�です。

【昭和公民館】（q855－5130）

●湖南大学（12月講座）
12日(火) 10時30分～ 講話＆忘年会

●女性セミナー
７日(木) 10時～ 料理講習

●子育て講座
６日(水) 10時～
中央児童館 ファーの子犬づくり

●ほうかご元気塾
６日・13日（各水曜日）15時～ レイクプラザ
７日・14日（各木曜日）15時～豊川地区館

●土よう日元気塾
９日・16日(各土曜日) 10時～

●潟上市書道展
22日(金)～28日(木)

【飯田川公民館】（q877－6744）

●ことぶき大学園　
〔普通科〕 21日(木)

10時～ 芸能鑑賞　老人憩いの家
〔軽スポーツ科〕

７日(木)・22日(金)
10時～　ふれあいスポーツ会館

〔書道科〕 12日・26日(各火曜日)10時～
●英会話教室
（初級） 7 日(木) 18時30分～
●子育て教室　18日(月) 10時～
●生き生き女性セミナー　19日(火)18時30分～
●絵手紙教室　19日(火) 10時～
●少年少女発明クラブ
９日(土) 13時～ 若竹児童センター

●KATAGAMIチャレンジキッズ 16日(土)10時～

【天王公民館】（q878－4111）

●楽しい押し花教室　19日(火) 10時～
●子育て母親教室　
６日・13日（各水曜日） 10時～

●松寿大学　21日(木) 10時～
●お茶の間サロン
８日・15日・22日(各金曜日) ９時～

●フラダンス教室　
１日(金)・７日・14日・21日(各木曜日) ９時～　

【図書館】（q878－6688）

●読み聞かせ会
２日(土) 11時30分～　昭和学習館

●おはなしの広場クリスマス会　
16日(土) 13時30分～　図書館本館

【追分地区児童館】（q873－4889）

●クリスマス飾り　　 １日(金) 16時～
●教室（フラワー・折り紙・料理）

２日(土) 14時～
●正月飾り作り　　　 ９日(土) 14時～
●クリスマス会　　　16日(土) 14時～
●正月飾りをしよう　27日(水) 15時～

19

市
で
は
第
一
二
九
回
県
種
苗
交
換
会

（
十
一
月
一
日
〜
七
日
）
に
合
わ
せ
て
、

種
苗
交
換
会
の
生
み
の
親
で
あ
る
石
川

理
紀
之
助
翁
の
功
績

や
遺
物
を
展
示
し
て

い
る
「
潟
上
市
郷
土

文
化
保
存
伝
習
館(

石

川
翁
資
料
館
）」
を
無

料
開
放
し
ま
し
た
。

交
換
会
期
間
中
は
、

講
習
会
を
受
講
し
た

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
来
場
者
の
対
応

を
し
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は

「
ガ
イ
ド
の
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
よ

り
石
川
翁
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

館
内
に
は
明
治
初
期
か
ら
大
正
に
か

け
て
農
村
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、

生
涯
を
貧
農
救
済
活
動
に
捧
げ
た
、
石

川
理
紀
之
助
の
遺
稿
や
収
集
物
等
が
展

示
さ
れ
、
翁
が
晩
年
を
過
ご
し
た
「
尚

庵
」、
飢
饉
に
備
え
て
穀
物
を
貯
蔵
し
た

「
備
穀
倉
」
等
の
建
物
も
見
学
で
き
ま
す
。

潟
上
市
を
代
表
す
る
偉
人
・
石
川
理

紀
之
助
翁
の
功
績
を
市
民
の
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

図書館本館では、12月16日(土)13時30分から
童話の会主催によるクリスマス会を開催します。
毎年好評のサンタさんのお話や、トーンチャイ
ムによる楽しい演奏などをお楽しみください。
昭和学習館では、12月２日(土)11時30分から
昭和おはなし会主催による月例のおはなし会を開
催します。
親子おそろいでお楽しみください。
お問い合わせは…潟上市図書館本館(q878―6688)

と　き 12月９日・16日 各土曜14時～
１月13日・20日・27日 (全５回)

ところ 追分地区児童館
定員は20人です。12月８日(金)までにお申し込み
ください。
お問い合わせは…追分地区児童館(q873―4889)

図書館よりお知らせ

読み聞かせ会開催

追分地区児童館から

「マジック(手品)講習会」参加募集

｝
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◆12月（DECEMBER）の主な行事◆
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１ 金 飲酒運転追放強調月間(１日～31日)

２ 土 第２回潟上市青少年健全育成大会(主催・青少年育
成潟上市民会議、13時30分～・天王公民館)

３ 日

４ 月

５ 火

６ 水 人権・困りごと相談(10時～12時・天王公民館／
13時～15時・昭和公民館／13時～15時・飯田川
下虻川分館)

７ 木

８ 金

９ 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金 育児教室「のびのび教室」
(10時～・天王保健センター)

16 土 潟上市スポーツ少年団指導者研修会
(13時30分～、昭和公民館ホール)

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金 育児教室「のびのび教室」
(10時～・飯田川保健福祉センター)

23 土 天皇誕生日(祝日)

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木 市役所御用納め

29 金

30 土

31 日 大晦日

日 曜 行　　事　　予　　定

湖東地区消防本部「定期救命講習会」
と　き　12月３日(日)毎月第1日曜日

ところ　湖東地区消防本部

内　容　講習は無料。随時受付しています。

希望により出張講習会を実施します。

お申込みは…湖東地区消防本部（q874－2420）

男鹿地区消防本部「定期救命講習会」
と　き　12月17日(日)毎月第３日曜日

ところ　男鹿地区消防本部

内　容　講習は無料。お申込みは、前日まで受付

しています。

お申込みは…男鹿地区消防本部（q0185－23－3139）

祝祭日もごみの収集をしています!
４月から祝祭日のごみの収集を実施し
ています。収集しない日は、日曜日と１
月１日～３日のみとなります。祝祭日も
ごみの収集を実施していますので、きち
んと分別をして決められた日の朝７時ま
でに集積所に出してください。
お問い合わせは…
潟上市生活環境課まで（q877－7802）

※市役所各庁舎・公共施設は「年末年始」
のため、12月29日(金)から平成19年
１月３日(水)まで閉庁・休館となります。

地区ビーチバレーボールリーグ戦
参加チーム募集!!
天王・昭和・飯田川の各地区

ビーチバレーボールリーグ戦を
開催します。
たくさんのチームの参加をお

待ちしています。冬期間の運動
不足をビーチバレーボールで解
消しませんか。
なお、各地区の上位入賞チー

ムには、平成19年３月11日(日)に開催される選抜大会（会
場：天王総合体育館）への出場権が与えられます。

開催期間 平成19年１月から２月末日まで
チーム編成 一般男女別で運動会地区割の同一地域で編成

（１チーム６人以上）
使用球 県体指連絡協推薦８人制バレーボール用ボール

（ビニール製）
申込期限 12月20日(水)までに天王総合体育館または教育委員

会スポーツ振興課へ申込書を提出してください。
お問い合わせは…潟上市天王総合体育館（q878－3232）

男鹿半島紀行温泉スタンプラリー
潟上市・男鹿市・三種町・大潟村の６つの温泉施設を対象

に、スタンプラリーを実施します。

実施期間 平成18年12月１日(金)～平成19年３月31日(土)
応募締切 平成19年３月31日(土)
応募方法 対象施設の窓口でスタンプカードを受け取り、施設に

入場の際に窓口でスタンプを押してもらってくださ
い。有料入場１回につきスタンプは１個です。６施設
全部か３施設以上のスタンプを集め、施設に設置され
た応募箱に投函してください。お一人様何口でも応募
できますが、当選はお一人様１回となります。なお、
スタンプの数で当選商品数に違いがあります。

賞　　品 無料入場パスポート　20本
参加施設提供の景品　18本

参加施設 天王温泉くらら(潟上市)、温浴ランドおが(男鹿市)、
夕陽温泉ＷＡＯ(男鹿市)、砂丘温泉ゆめろん(三種町)、
森岳温泉ゆうぱる(三種町)、ポルダー潟の湯(大潟村)

お問い合わせは…男鹿地域半島振興対策協議会事務局
（男鹿市役所企画政策課内q0185－23－2111）

市税の最終納期は、平成19年１月４日
(木)となっています。まだ完納されてい
ない方は、忘れずに納付しましょう。
なお、市税の納付には、便利な「口
座振替」もありますので、ぜひご利用
ください。
お問い合わせは…

潟上市収納課（q878－9804）

12月は
市県民税･固定資産税・軽自動車税
納税完納強調月間！



天王地区保育園開放「らっこちゃん広場」

●追分乳児保育園、二田保育園

●追分保育園、湖岸保育園

お問い合わせは…
二田保育園　　（q878－3100）
湖岸保育園　　（q878－2230）
追分保育園　　（q873－5159）
追分乳児保育園（q873－2023）

出戸幼稚園開放日「こっこちゃん広場」

お問い合わせは…
出戸幼稚園（q878－4420）

親子サークル「でこぼこ☆キッズ」
メンバー募集

親子サークル「でこぼこ☆キッズ」で
は、就園前のお子さんとご家族の方を対
象にみんなで楽しめる活動をします。一
緒に活動したいという方を募集します。
また、手遊びや絵本の読み聞かせなどを
していただける方も募集します。
と　き 毎週火曜日
ところ 潟上市内の体育館や施設など
お問い合わせは…
淡路（０９０－４０４２－４６２０）
平野井（０９０－５８４４－７９６５）

●でこぼこ☆キッズクリスマス会のお知らせ
と　き 12月22日(金)10時～12時
ところ 飯塚児童館（飯田川飯塚）
会　費 500円
内　容 ケーキに飾り付けをしてみんな

で食べます
※申込が必要です。淡路または平野井へ
ご連絡ください。
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しめなわの注文を受け付けます

潟上市老人クラブ連合会飯田川支部生
産部では、「玄関用しめなわ横綱」の注
文を受け付けます。
種類：値段

３ｍ：2,500円／２ｍ：2,000円
受付期間 12月１日(金)～20日(水)
注文・お問い合わせは…
飯田川老人いこいの家（有線5760）
飯田川ふれあいの家（有線5353）
潟上市社会福祉協議会飯田川センター

（q877ー2627 有線3028）

平成19年度「国有林モニター」募集

東北森林管理局では、国有林の管理・
経営にみなさんの声を役立てるため、モ
ニターを募集します。
募集人員 48人
募集期限 12月28日(木)
任　期 平成19年４月～平成20年３月
内　容 アンケートの回答、モニター

会議への出席（年１回）
※応募資格、応募方法など詳しくはお問
い合わせください。

お問い合わせは…
東北森林管理局国有林モニター係

（q836－2274）

第30回ハンディスキー親善大会参加者募集

と　き 平成19年１月26日(金)～28日(日)
ところ スノーワールドタザワ
種　目 アルペン競技・大回転
申込期限 12月20日(水)
お申込み・お問い合わせは…
県障害者スポーツ協会

（q864－2750）

教育委員会「臨時職員」募集

募集人員 １人
応募資格 昭和26年以降に生まれた方

（55歳以下）
勤務場所 出戸小学校
勤務内容 給食調理
勤務時間 ８時15分～16時までの

１日７時間（休憩時間45分）
任用期間 平成19年１月９日～

平成19年３月31日
賃　　金 １時間700円
保　　険 社会保険
申込期限 12月15日(金)まで総務学事課

に履歴書(写真貼付)を持参ま
たは郵送してください。

お申込み・お問い合わせは…
〒018－1595
潟上市飯田川下虻川字八ツ口70
潟上市教育委員会総務学事課

（q877－7803）

健康課「臨時職員」募集

募集人員 １人
応募資格 昭和26年以降に生まれた方

（55歳以下）
勤務場所 飯田川保健福祉センター
勤務内容 飯田川保健福祉センター館内

清掃など
勤務時間 ８時30分～16時15分までの

１日７時間（休憩時間45分）
任用期間 平成18年12月11日～

平成19年３月31日
賃　　金 １時間700円
保　　険 社会保険
申込期限 12月５日(火)まで健康課に

履歴書(写真貼付)を持参また
は郵送してください。

お申込み・お問い合わせは…
〒018－1401
潟上市昭和大久保字堤の上１－３
潟上市健康課（q855－5115）

と　き
12月6日(水)
10時～11時 作って遊びましょう

内　　容

と　き
12月13日(水)
10時～11時 作って遊びましょう

内　　容

と　き
12月13日(水)
10時～11時30分

おにいさん、おねえさん
に拍手！（お招き会）

内　　容

製造事業所のみなさまへ

平成18年工業統計調査を12月31
日現在で行います。
調査の実施に当たっては、本年

12月から来年１月にかけて調査員
がお伺いします。
なお、調査票に記入していただい

た内容については、統計法に基づき
秘密が厳守されますので、正確なご
記入をお願いします。

統計調査にご協力ください

経済産業省・秋田県・潟上市
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「市民
のひろば」は、市民が登場

するコ
ーナーです。

市
内
の
設
計
事
務
所
に
勤
め
る

桜
庭
さ
ん
は
、「
仕
事
柄
、
自
然
環

境
に
は
素
直
に
目
が
い
き
ま
す
。

緑
豊
か
な
山
々
や
公
園
な
ど
で
は
、

道
路
事
情
も
よ
く
、
自
然
の
散
策

を
楽
し
ん
で
い
る
市
民
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

最
近
、
特
に
気
に
な
る
の
が
松

く
い
虫
被
害
が
進
ん
で
い
る
こ
と

と
、
県
の
自
然
保
護
指
定
を
受
け

て
い
る
出
戸
湿
原
の
保
全
と
の
こ

と
。「
出
戸
浜
周
辺
に
は
、
日
本
の

北
限
と
さ
れ
る
『
う
ら
し
ま
草
』

な
ど
の
貴
重
な
植
物
が
豊
富
に
あ

り
ま
す
。
出
戸
湿
原
で
は
六
月
頃

に
な
る
と
多
様
な
ト
ン
ボ
が
繁
殖

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
貴
重
な

自
然
環
境
が
ま
だ
残
っ
て
い
て
う

れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
桜
庭
さ

ん
。「

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守

る
た
め
に
、
市
民
み
な
さ
ん
の
温

か
い
目
で
保
護
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
私

た
ち
大
人
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
自
然
保
護
の
た
め
に
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

【
羽
城
中
学
校
】

●
団
　
体

準
優
勝
　
柔
道
女
子

●
個
　
人

柔
道
女
子

優
　
勝

菅
原
　
陽
南

柔
道
女
子

準
優
勝

菅
原
　
悠
里

【
天
王
中
学
校
】

●
団
　
体

優
　
勝
　

剣
道
女
子
（
全
国
大
会
出
場
）

ベ
ス
ト
８
　

柔
道
男
子
、
柔
道
女
子

●
個
人

柔
道
男
子
55
kg
級

第
３
位
　
　

藤
原
　
勇
輝

先
ご
ろ
、
秋
田
県
中
学
校
新
人
戦

が
県
内
各
地
を
会
場
に
行
わ
れ
、
本

市
各
校
の
生
徒
た
ち
が
団
体
・
個
人

種
目
に
大
活
躍
し
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
団
体
・
個
人
戦
は
ベ
ス
ト
８
以
内

を
掲
載
、
敬
称
略
）

「
潟
上
市
は
、
海
や
湖
、

山
々
に
囲
ま
れ
、
緑
豊
か
な

田
園
風
景
が
広
が
り
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
が
沿
道
の
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
、
海
岸
沿
い
の

清
掃
活
動
な
ど
に
参
加
し
、

年
々
、
不
法
投
棄
な
ど
は
少

な
く
な
り
、
モ
ラ
ル
が
向
上

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。

桜
庭
賢
耕
さ
ん
、
四
十
九

歳
。
平
成
十
五
年
度
か
ら
県

が
実
施
し
て
い
る
自
然
保
護

指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
は
潟
上
市
全

域
を
対
象
に
、
自
然
保
護
・

保
全
を
目
的
と
し
た
巡
回
活

動
を
行
い
、
県
に
市
町
村
の

現
状
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
後
世
に
伝
え
た
い

桜
庭
　
賢
耕
さ
ん
（
天
王
字
上
江
川
）

▲桜庭賢耕さん

▲全県一に輝いた「天王中剣道女子」

柔
道
男
子
90
kg
級

第
３
位
　
　

佐
藤
　
　
陸

柔
道
女
子
63
kg
級

第
３
位
　
　

加
藤
　
夏
美

柔
道
女
子
70
kg
級

第
３
位
　
　

三
浦
　
千
佳

【
天
王
南
中
学
校
】

●
団
　
体

ベ
ス
ト
４
　
柔
道
男
子

（
東
北
大
会
出
場
）

ベ
ス
ト
８
　
剣
道
女
子

●
個
人
優
勝

柔
道
男
子
60
kg
級

ベ
ス
ト
８
　

北
野
　
梢
弥

柔
道
男
子
66
kg
級

ベ
ス
ト
８
　

芳
賀
　
　
渉

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝

菅
生
　
優
美

秋
田
県
中
学
校
新
人
大
会

潟
上
・
南
秋
ミ
ニ
バ
ス
交
歓
大
会

大
久
保
女
子
が
２
連
覇
を
飾
る

第
34
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
が
、

11
月
11
日
・
12
日
、
大
潟
村
体
育
館

を
会
場
に
行
わ
れ
、
男
子
の
部
で
は

大
久
保
ス
ポ
少
が
第
３
位
入
賞
、
女

子
の
部
で
は
大
久
保
ス
ポ
少
が
大
会

２
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
大

久
保
女
子
は

全
県
ミ
ニ
バ

ス
交
歓
大
会

(

１
月
４
日

〜)

で
の
活

躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

全
県
一
め

ざ
し
て
、
が

ん
ば
れ
潟
上

っ
子
！

▲みんなの勝利にガッツポーズ「大久保女子スポ少」
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世話好きな愛結
あ ゆ

ちゃん（６歳・右）と乗り物好きの
徳哉
あ つ や

くん（２歳・左）に、今年新しく愛梨
あ り

ちゃん（１
カ月・中央）が仲間入りしました。
生まれたばかりの愛梨ちゃんが泣き出すと、「愛梨

が泣いてるよ」と知らせてくれナデナデします。それ
をみて愛結ちゃんが抱っこしてあやしてくれます。み
んな元気でいい子です。
お父さん　菅　原　徳　之さん（昭和大久保）
お母さん　　　　　玲　子さん

「出生」「死亡」は住民基本

台帳10月１日～10月31日

届出分を掲載

おくやみを申し上げます
潟上子ども和楽器合奏団

お誕生おめでとう
＜飯田川地区＞
*加　藤　正

せい

義
ぎ

くん　
（山　根、恵　嗣・教　子）

*冨　樫　　　泉
いずみ

ちゃん　
（駅　前、克　志・麻　美）

*鈴　木　彩
あ

夢
ゆ

ちゃん　
（羽立１、智　徳・由布子）

＜昭和地区＞
*杉　山　奈結花

な ゆ か

ちゃん　
（川　向、洋　樹・真　希）

*鎌　田　　翔
つばさ

くん
（宮の前、 泰　・恵美子）

* 橋　みやびちゃん　
（元　木、昌　幸・雅　江）

*菅　原　愛
あ

梨
り

ちゃん　
（宮の前、徳　之・玲　子）

＜天王地区＞
*菅　原　淳　聖

あ づ さ

ちゃん
（細谷長根、智　幸・ひとみ）

*秋　元　蓮
れ

臣
お

くん
（児　玉、 等　・志　穂）

*大　嶋　健太郎
けんたろう

くん
（追　分、 健　・静　香）

*加　藤　汰　空
た か ら

くん
（上江川、信　也・喜　子）

*京　谷　翔
しょう

友
と

くん
（上北野、武　寿・美　嘉）

*藤　澤　春
はる

樹
き

くん
（追分西、浩　樹・直　美）

*会　場　拓
たく

海
み

くん
（追分西、善　光・三枝子）

*加　藤　零
れ

凰
お

くん
（ハラヘ、千　也・　和　）

*佐　藤　琉
りゅう

星
せい

くん
（上北野、裕　樹・亜　妃）

*佐々木　洋
ひろ

樹
き

くん
（上江川、洋　介・　舞　）

*船　木　大
たい

史
し

くん
（上江川、継　雄・真　澄）

*佐　藤　遼
とお

河
が

くん
（追分西、 存　・有　加）

*平　山　雄
ゆう

太
た

くん
（北　野、 薫　・ひとみ）

*藤　原　美
み

羽
う

ちゃん
（上北野、 満　・亜　矢）

*佐々木　琳　星
す み と

くん
（追分西、佳　輔・　愛　）

*登　藤　海優史
み ゅ う じ

くん
（野　沢、篤　史・ゆかり）

わが家の宝ものコーナーや各種団体活動の紹介など、
市民みなさんからの情報提供をお待ちしています。
【あて先】〒010－0201 潟上市天王字上江川47－100

潟上市役所天王第2庁舎　総合政策課
q878－9802 FAX878－2369

＜飯田川地区＞
◆10/  8佐　藤　ツ　ネさん

（わかば園、89歳）

◆10/18渡　　　ミ　ヱさん
（わかば園、93歳）

◆10/27水　谷　ハ　ナさん
（岩　崎、86歳）

◆10/27門　間　ス　ワさん
（新道下、95歳）

◆10/30門　間　修　慈さん
（ハツ口、88歳）

＜昭和地区＞
◆10/  1 テイ子さん

（新関２、62歳）

◆10/  1 原　チ　ヤさん
（野村下、84歳）

◆10/  2 原　多郎兵エさん
（野村中、79歳）

◆10/  6菅　原　幸　子さん
（新関３、67歳）

◆10/10千　田　　　雄さん
（山　神、67歳）

◆10/11 橋　チ　ヨさん
（乱　橋、85歳）

◆10/15簾　内　善　彦さん
（アミダ堂、55歳）

◆10/19 原　倉　治さん
（古　川、81歳）

◆10/29 原　鈴　子さん
（駅　前、71歳）

◆10/30佐　藤　まゆみさん
（川　向、49歳）

＜天王地区＞
◆９/30菊　池　勝　造さん

（御休下、78歳）

◆10/  3伊　藤　主　税さん
（御休下、75歳）

◆10/  7澁　谷　清　子さん
（追分西、66歳）

◆10/10西　村　由　雄さん
（松　渕、74歳）

◆10/10吉　田　榮　子さん
（二　田、73歳）

◆10/13石　塚　サヨ子さん
（ハラヘ、87歳）

◆10/14三　井　富貴子さん
（上江川、73歳）

◆10/15岩　谷　文　雄さん
（ハラヘ、77歳）

◆10/16佐　藤　繁　克さん
（上北野、79歳）

◆10/16藤　原　千　代さん
（下狼縁、87歳）

◆10/16伊　藤　秀　士さん
（江　川、62歳）

◆10/23米　谷　と　くさん
（長　沼、87歳）

◆10/26菊　地　カ　ネさん
（上出戸、87歳）

◆10/28佐　藤　ツ　キさん
（上北野、99歳）

◆10/30村　上　圭　子さん
（追分西、52歳）

国民文化祭の舞台で
和楽器のアンサンブルを披露

潟上子ども和楽器合奏団（代表　鈴木鈴秋）が、11月
５日、山口県宇部市で開かれた「第21回国民文化祭やま
ぐち・2006 伝統文化部門－邦楽の祭典－」で県の推
薦を受け、県代表団６団体として参加し、団員12人が日
頃稽古で積み重ねた成果を披露しました。
同団は、尺八や箏、和楽器を通して、子どもたちが日

本音楽に親しみ、日本文化を学びながら、情操豊かな育
成を目的に、昨年４月から活動しています。
祭典では、小学唱歌を取り入れた「子どもの唄メドレ

ー」や「秋田の夕映え（鈴木鈴秋作曲ほか）」の2曲を、
尺八・箏・太鼓・打楽器による調和の良いアンサンブル
を会場に響かせ、子どもたちは充実感に満ちながらも、
多くのことを学び合いました。
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市では、市長と市民みなさんのホットライン化を図る
ため、「市長面会日 ～ようこそ市長室へ」を開設して
います。
市民参加の活力あるまちづくりに「あなたの声」を

市長にお届けください。
＜12月の面会日＞
●12月21日（木）10時～12時　天王地区

13時～15時　昭和地区・飯田川地区
面会を希望する方は…12月13日（水）15時までに

潟上市総合政策課（q878－9802）
までお申込みください。

●
11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
潟
上
市
で
開

催
さ
れ
た
秋
田
県
種
苗
交
換
会
。
全
国
各

地
か
ら
87
万
５
千
人
も
の
方
々
が
訪
れ
ま

し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
も
て

な
し
の
心
で
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
、
交
換
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
●
交
換
会
開
催
期
間
中
、
石
川
翁

資
料
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

み
な
さ
ん
が
来
館
者
を
案
内
し
て
い
ま
し

た
。
中
学
生
ガ
イ
ド
も
案
内
に
奮
闘
し
、

郷
土
の
偉
人
・
石
川
翁
の
功
績
を
学
び
、

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ

ま
し
た
。
●
今
年
も
残
り
１
カ
月
と
な
り

ま
し
た
。
市
内
で
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
性
胃
腸
炎
が
集
団
発
生
す
る
な

ど
、
体
調
管
理
に
十
分
気
を
つ
け
た
い
季

節
。
う
が
い
、
手
洗
い
を
し
っ
か
り
し
て
、

感
染
の
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

世帯数　　12,555世帯（＋8）
人　口　　35,895人（－13）
うち男性　17,166人（＋11）
女性　18,729人（－24）

※住民基本台帳　平成18年10月31日現在
（ ）内は前月比

開催まであと302日

相撲競技
（天王地区）

レスリング競技
（昭和・飯田川地区）

秋
田
わ
か
杉
国
体
開
幕
ま
で

三
〇
〇
日
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

潟
上
市
で
は
、
宿
泊
施
設
が
不

足
の
た
め
選
手
・
監
督
を
民
泊
で

受
入
れ
し
ま
す
。
各
自
治
会
に
は

民
泊
協
力
会
設
立
の
た
め
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

国
体
に
向
け
気
運
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
民
泊
協
力
会
の
設
立

状
況(

十
二
月
予
定
含
む)

は
、
昭

和
・
飯
田
川
地
区
に
お
い
て
二
十

一
協
力
会(

１
０
０
％)

の
設
立
が

達
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
天
王

地
区
に
お
い
て
も
二
十
九
協
力
会

の
う
ち
十
五
協
力
会
が
設
立
さ
れ

ま
す
。

今
後
も
引
続
き
各
地
区
へ
説
明

に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
が
、
民
泊

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

国
体
成
功
の
た
め
市
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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▲天王本郷(ことぶき荘、曲町集会所)民泊協力会設立総会

▲飯田川羽立神明民泊協力会設立総会 ▲昭和上虻川民泊協力会設立総会


